
い
る
。

こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
十
一
月
一
日
、

国
土
交
通
省
主
催
の
地
域
づ
く
り
表
彰
に
お

い
て
、「
国
土
交
通
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。

◆
第
二
十
回
伊
澤
修
二
先
生

記
念
音
楽
祭
開
催

十
月
二
十
八
日
、
長
野
県
伊
那
市
高
遠
町

文
化
体
育
館
に
お
い
て
、
第
二
十
回
伊
澤
修

二
先
生
記
念
音
楽
祭
が
行
わ
れ
た
。
東
京
芸

術
大
学
創
立
百
周
年
を
期
に
始
め
ら
れ
た
同

音
楽
祭
は
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
・
音
楽
学

部
）
初
代
校
長
伊
澤
修
二
の
出
身
地
で
あ
る

長
野
県
高
遠
町
（
現
伊
那
市
）
に
お
い
て
毎

年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
大
学
と

地
域
、
そ
し
て
学
校
が
共
同
で
つ
く
り
上
げ

て
い
る
。

伊
那
市
が
来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
と
こ
ろ
、
内
容
に
関
し
て
は
、
二
十
年
の

連
携
・
協
力
も
評
価
さ
れ
、
概
ね
好
意
的
な

意
見
が
多
か
っ
た
。

◆
邦
楽
演
奏
会

〜
市
川
染
五
郎
さ
ん
を
迎
え
て
〜

十
月
二
十
九
日
、
足
立
区
と
本
学
音
楽
学

部
の
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
」
に
お
い
て
、

本
学
邦
楽
科
の
教
員
に
よ
る
演
奏
会
が
、
歌

舞
伎
役
者
・
舞
踊
家
の
市
川
染
五
郎
さ
ん
を

迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

葛
西
聖
司
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
が
進
行
を
担
当
し
、
舞
台
転
換
の

間
に
、
軽
妙
な
曲
目
解
説
で
観
客
に
邦
楽
の

面
白
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

演
目
の
最
後
に
は
、
舞
踏
「
破
れ
案
山
子
」

（
山
田
流
箏
曲
）
を
市
川
染
五
郎
さ
ん
が
初

披
露
し
た
。
先
代
の
染
五
郎
（
現
松
本
幸
四

郎
）
氏
が
初
め
て
舞
っ
た
演
目
を
若
々
し
く

軽
や
か
に
舞
う
姿
に
観
客
は
大
い
に
魅
了
さ

れ
た
。

運
　
営

◆
大
学
間
国
際
交
流
協
定
締
結

平
成
十
八
年
十
一
月
三
日
、
東
京
芸
術
大

学
美
術
学
部
長
と
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
建

築
・
地
域
計
画
学
部
長
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

は
、
芸
術
に
関
す
る
交
流
及
び
教
育
研
究
協

力
を
行
う
こ
と
に
合
意
し
、
芸
術
国
際
交
流

協
定
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
一
日
、

東
京
芸
術
大
学
長
と
ロ
ン
ド
ン
芸
術
大
学

長
（
イ
ギ
リ
ス
）
は
、
芸
術
国
際
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。
こ
の
調
印
に
よ
り
、
本
学
に

お
け
る
交
流
協
定
締
結
校
は
十
三
か
国
（
地

域
）、
三
十
二
大
学
等
と
な
っ
た
。

◆
林
康
子
教
授
が

紫
綬
褒
章
受
章

平
成
十
八
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、
音
楽

学
部
声
楽
科
の
林
康
子
教
授
が
紫
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
た
。

◆
芸
大
に
法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状

十
二
月
十
一
日
、
第
五
十
六
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
に
協
力
し
た
と
し
て
、

法
務
大
臣
か
ら
東
京
芸
術
大
学
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。
贈
呈
式
に
は
、
宮
田
学
長
が
出

席
し
た
。

◆
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

国
土
交
通
大
臣
賞
に
選
ば
れ
る

取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（T

A
P
=

T
oride

A
rt
P
roject

）
は
一
九
九
九
年
か

ら
本
学
と
市
民
、
取
手
市
の
三
者
が
共
同
で

行
っ
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
若

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
創
作
発
表
活
動
を

支
援
し
、
市
民
に
広
く
芸
術
と
ふ
れ
あ
う
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
取
手
市
が
文
化
都

市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

受
章
・
受
賞

交
　
流
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東
京
藝
術
大
学

創
立
百
二
十
周
年

平
成
十
九
年
、
東
京
藝
術
大
学
は
、
母
体

で
あ
る
東
京
美
術
学
校
、
東
京
音
楽
学
校
が

設
立
さ
れ
て
か
ら
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、
平
成
十
八
年
十
二
月
四
日
、

奏
楽
堂
一
階
ロ
ビ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
に
お
い

て
、
各
界
及
び
関
係
者
と
の
共
同
、
協
力
に

よ
り
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。記

念
事
業
は
、
展
覧
会
事
業
、
演
奏
会
事

業
、
共
同
映
画
制
作
事
業
を
は
じ
め
と
し
た

七
つ
の
事
業
を
柱
と
し
て
、
平
成
十
九
年
四

月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
末
ま
で
年
間
を
通

し
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

御
挨
拶

我
が
国
の
芸
術
教
育
を
実
施
す
る
に
当
た

っ
て
の
諸
事
項
を
調
査
す
る
た
め
、
音
楽
取

調
掛
が
明
治
十
二
年
に
、
図
画
取
調
掛
が
明

治
十
八
年
に
文
部
省
に
設
置
さ
れ
、
明
治
二

十
年
に
そ
れ
ぞ
れ
東
京
音
楽
学
校
、
東
京
美

術
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東

京
藝
術
大
学
は
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
昭

和
二
十
四
年
、
前
述
の
両
校
を
母
体
と
し
て
、

国
立
で
唯
一
の
芸
術
に
関
す
る
教
育
研
究
を

行
う
大
学
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
は
東
京
美
術
学
校
、
東
京
音

楽
学
校
が
設
立
さ
れ
て
百
二
十
年
を
迎
え
ま

す
が
、
こ
の
間
、
専
門
教
育
の
機
関
と
し
て
、

ま
た
博
士
課
程
も
有
す
る
研
究
機
関
と
し
て
、

数
多
く
の
卒
業
生
、
研
究
者
を
通
じ
て
、
我

が
国
の
芸
術
界
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
に
東
京
藝
術
大
学
は
国
立
大

学
法
人
と
な
り
、
大
学
の
運
営
形
態
が
大
き

く
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
藝
大
ら
し
さ
を
発
揮
し

て
打
っ
て
出
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
東
京
藝

術
大
学
は
、
各
界
及
び
関
係
者
と
の
共
同
協

力
に
よ
り
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
事
業
が
大
学
発
展
の
大
き
な
バ
ネ
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
世
界
に
伍
し
て

い
け
る
芸
術
大
学
に
、
ま
た
地
域
に
根
ざ
し

た
愛
さ
れ
る
芸
術
大
学
と
な
る
よ
う
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
学
の
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た

め
に
、
こ
れ
ら
事
業
が
充
実
実
施
で
き
る
よ

う
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

東
京
藝
術
大
学
長
　
　
宮
田
　
亮
平



展
覧
会
事
業

（
大
学
美
術
館
）

「
パ
リ
へ
―
洋
画
家
た
ち
の
百
年
の
夢
」「
藝
大
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
」「
岡
倉
天
心
―
芸
術
教
育
の
歩

み
―
」

（
陳
列
館
）

「
自
画
像
の
証
言
」
展
、「
藝
大
茶
会
」
の
ほ
か
研

究
室
主
催
に
よ
る
展
示

演
奏
会
事
業

（
奏
楽
堂
）

「
学
長
と
話
そ
う
」「
藝
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
′07
」

「
上
野
の
森
・
オ
ル
ガ
ン
シ
リ
ー
ズ
′07
」「
う
た
シ

リ
ー
ズ
′07
」「
管
楽
器
シ
リ
ー
ズ
′07
」「
ハ
イ
ド

ン
シ
リ
ー
ズ
′07
」「
百
二
十
周
年
記
念
音
楽
祭
」

な
ど
。

映
画
制
作
事
業

日
中
韓
の
国
立
三
校
の
学
生
に
よ
る
混
成
ス
タ

ッ
フ
に
よ
り
、
準
備
を
含
め
て
ほ
ぼ
一
か
月
間
に

六
編
の
短
編
映
画
制
作
を
三
カ
国
で
行
う
も
の
で
、

本
学
横
浜
校
地
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

展覧会・演奏会の最新情報は、東京芸術大学ウェブサ
イト（http://www.geidai.ac.jp）をご覧ください。

展覧会についてのお問い合わせ
東京芸術大学大学美術館　Tel 050-5525-2200
NTTハローダイヤル　Tel 050-5777-8600

演奏会についてのお問い合わせ
東京芸術大学大学音楽学部演奏企画室　Tel 050-
5525-2300

演奏会チケットの取り扱い
藝大アートプラザ　Tel 050-5525-2102
ヴォートル・チケットセンター　Tel 03-5355-1280
チケットぴあ　Tel 0570-02-0990
東京文化会館チケットサービス　Tel 03-5815-5452

藝大アートプラザのご案内
（株）藝大BiOn（ビオン）
Tel 050-5525-2102 Fax 050-5525-2486

第14号刊行にあたって

このところ芸大内では、今まで以

上に「音楽と美術の接点」の可能性

を垣間みる機会が増えている。前号

の音楽環境創造科の誕生もその一つ

だが、今回の藝大アートプラザ特集

での座談会でも、両学部の仲介役と

して「アートプラザ」への期待が大

いに膨らむ。

昔から互いに敬意は払いつつもほ

とんど接点がなかった両学部が、「ア

ートプラザ」という市場によってそ

の目線が変わろうとしている。

社会連携や産学連携といった外の

視点も重要だが、まずは、身内通し

が互いにコラボレートし、あらたな

芸術発信材料を構築するという内側

の視点が先決である。美術は視覚以

外の感覚を、音楽は聴覚以外の感覚

に目を向ける、確実にそんな時代に

なったのかも知れない。

藝大通信編集長

長濱雅彦

◆
映
像
研
究
科
博
士
後
期
課
程

開
設
が
認
可

十
一
月
三
十
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科

（
博
士
後
期
課
程
）
映
像
メ
デ
ィ
ア
学
専
攻

の
開
設
が
認
可
さ
れ
た
。

映
像
メ
デ
ィ
ア
学
専
攻
は
、
映
画
史
や
映

画
理
論
を
中
心
と
し
た
一
般
的
な
博
士
課
程

と
は
異
な
り
、
東
京
芸
術
大
学
の
特
質
を
生

か
し
、「
つ
く
る
」
と
い
う
知
見
と
経
験
を

重
視
し
な
が
ら
、
新
た
な
「
実
践
的
な
知
」

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
映
像
メ

デ
ィ
ア
に
お
け
る
言
語
と
文
法
を
研
究
す
る

博
士
課
程
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
平
成

十
九
年
四
月
開
設
予
定
。

◆
日
枝
神
社
天
井
絵
の

表
現
研
究
制
作
過
程
を
披
露

十
二
月
七
日
、
美
術
学
部
構
内
に
お
い
て
、

絵
画
科
日
本
画
研
究
室
の
「
日
枝
神
社
に
お

け
る
古
江
戸
、
武
蔵
野
の
植
物
画
（
天
井
絵
）

の
表
現
研
究
と
創
造
」
の
制
作
過
程
が
披
露

さ
れ
た
。
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日

枝
神
社
（
千
代
田
区
）
か
ら
宮
田
学
長
に
依

頼
さ
れ
、「
学
生
に
対
し
て
本
物
を
つ
く
り
、

み
せ
る
場
を
提
供
し
た
い
」
と
引
き
受
け
た

も
の
で
、
現
在
、
宮
田
学
長
監
修
の
も
と
、

日
本
画
研
究
室
が
受
託
研
究
と
し
て
行
っ
て

い
る
。

日
枝
神
社
草
創
期
（
鎌
倉
中
期
か
ら
北
条

時
代
）、
古
江
戸
、
武
蔵
野
に
咲
き
乱
れ
る

百
花
・
草
・
木
を
百
二
十
三
枚
（
縦
横
約
七

〇
㎝
）
の
ヒ
ノ
キ
の
板
絵
と
し
、
岩
絵
の
具

に
よ
り
古
色
を
使
い
表
現
す
る
。
今
回
は
、

上
拝
殿
に
納
め
る
四
十
八
枚
が
展
示
さ
れ
、

残
る
下
拝
殿
の
天
井
画
も
、
今
後
二
年
を
か

け
て
制
作
す
る
。

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数
（
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ
個
人
一
四
八
名
　

法
人
六
団
体

特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ
個
人
一
八
名

◆
今
年
度
下
半
期
に
開
催
さ
れ

た
主
な
展
覧
会
、
演
奏
会
記
録

大
学
美
術
館

Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術
館
展

会
期
　
九
月
九
日
〜
十
月
十
五
日

入
場
者
数
　
約
九
万
七
七
〇
〇
人

奏
楽
堂

藝
大
オ
ペ
ラ
定
期
第
五
十
二
回

開
催
日
　
十
月
八
日
、
九
日

入
場
者
数
　
一
五
三
八
人

地
域
連
携
事
業

台
東
区
で
実
施
し
て
い
る
七
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
「
タ
ウ
ン
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て

位
置
付
け
、
加
え
て
、
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
こ
れ
か
ら
活
動
が
始
ま
る
足
立
区
、
丸
の
内

地
区
等
を
含
め
て
地
域
連
携
事
業
を
進
め
て
い
く

も
の
で
、
町
全
体
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な
り
、
地

域
文
化
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
教
育
活
動
の
還
元

の
場
と
し
て
い
く
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
芸
術
と
教
育
２
０
０
７
」

―
芸
術
教
育
の
新
た
な
る
展
開
―

芸
術
と
教
育
の
在
り
方
を
包
括
的
に
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
芸
術
文
化
及
び
教
育
の
振
興
に

お
い
て
本
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、
芸
術
教
育
の
新
た
な
方
向
を
提
起
す

る
こ
の
試
み
は
、
芸
術
文
化
と
教
育
振
興
拠
点
形

成
へ
向
け
て
の
発
火
点
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

施
設
整
備
事
業

正
木
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

正
木
記
念
館
は
、
東
京
美
術
学
校
の
第
五
代
校

長
で
あ
る
正
木
直
彦
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
功
績

を
記
念
す
る
た
め
に
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
筋
二
階
建
て
の
建
物
で
、

二
階
は
、
書
院
造
り
の
和
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
内
整
備
の
た
め
近
年
、
一
階
は
閉
館
し
て
い
ま

し
た
が
、
彫
刻
家
の
平
櫛
田
中
先
生
の
作
品
他
を

展
示
す
る
田
中
記
念
館
を
復
活
す
る
と
と
も
に
、

教
育
と
研
究
の
た
め
の
展
示
収
蔵
の
場
と
し
て
活

用
し
、
広
く
一
般
に
も
開
放
し
て
い
き
ま
す
。

連
携
組
織
事
業

●「
東
京
藝
術
大
学
の
海
外
拠
点
作
り
に
向
け
て
」

海
外
に
お
け
る
本
学
の
芸
術
活
動
の
拠
点
作
り

を
未
来
に
見
据
え
、
本
学
に
留
学
し
、
各
々
の
母

国
で
活
躍
す
る
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

整
備
し
ま
す
。

●
「
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」

学
長
直
属
の
組
織
と
し
て
、
対
外
的
な
窓
口
と

な
り
、
自
治
体
や
企
業
、
他
大
学
な
ど
を
始
め
、

外
国
の
諸
機
関
と
も
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

芸
大
の
外
部
へ
の
発
信
機
能
を
強
化
し
て
い
く
も

の
で
す
。

記
念
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
東
京
芸
術

大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http

://w
w
w
.g
eid
ai.ac.jp

/

）

に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業


